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岡田 保
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資格 

建築家・インテリアプラ

ンナー・福祉住環境コー

ディネーター 

 
経歴 

55年間に渡り住宅及び 

店舗・ビルの設計施工に 

携わる。 

ちなみに今年81歳 

 
趣味 

読書・健康と体力維持の

ためにジム通い 

 
家族 

妻と二人暮らし 

息子1人と娘2人は 

工デザインに在籍中 

 

会長のコラム    たくみの道… 
 第一一四話        これでいいのか — ２-3  

  

 データが教える 日本の危機 東京大学名誉教授  月尾 嘉男 

 『戦後の高度経済成長期には世界から「ジャパン・アズ・ナンバーワン」と称された日

本もいまやその影もなく、実質はアジアの後進国になりつつある。』と警鐘をならしてい

ます。 

 昭和の栄光は遙か遠く、この３０年で跡形もなく崩れ去りました。 工業に限らず、人

口・資源・情報・教育など様々な分野で世界に後れをとっています。 

 まず国家の根本である人口  － アフリカの国々を下回り、世界で大きく順位を落と

すと予想され「日本はいずれ存在しなくなるだろう。これは世界にとって大きな損失にな

る」それが現実になりつつあるのです。１８世紀末、ヨーロッパで最長の歴史を誇ったベ

ネチア共和国が滅びた最大の原因は人口の減少でした。その時の男性の未婚率は６６％を

超えていました。現在の日本の２０代後半の男性の未婚率は７３％で危うい状況です。 

 ２０代後半で年収３００万円以下の男性が約半数、もっと下の人がいっぱいいます。こ

れでは若い人が普通に結婚して子供を作ろうと思わないでしょう。内部留保ばかりの大企

業の狡さです。とても社会貢献をしているとは言えません。 

 食料・資源（エネルギー） － １９６５年の食料自給率は７５％が 米が１００％です

が、小麦・トウモロコシといった穀物類は３０％。 就農者は１０００万人が１３０万人

に減少、そのうち７割が６５歳以上。 

 国際情勢が急変して世界の食料やエネルギー供給が不安定になれば、日本はたちまち立

ち行かなくなります。 天然資源の自給率は１０％と壊滅的な状態です。 

「日本殺すにゃ刃物はいらぬ、粉と油（エネルギー）を絶てばよい」 

 情報技術  － コンピューターの普及率は（2015）８５％で世界２２位。中学校教

育での利用率は上位の国々が６０％以上であるのに日本は２０％以下。サイバーセキュリ

ティ分野では国際評価１０段階の５で、アメリカ・中国より遙かに下の４４位で情報ダダ

漏れ国家です。 デジタル競争力ではアジア諸国で香港・シンガポール・台湾・韓国・中

国が入り、日本は２８位でアジアのデジタル後進国になってしまっています。その影響は

労働生産性にも表れ、諸外国と比べて２５位と低いままです。 

 海外留学生も国外では何倍も増えているのに、日本は半減。論文数は横ばい。研究開発

費も然り、博士課程（専門性の高い人材育成）に進む学生の減少。国際競争力では韓国に

も抜かれた日本。 

『企業と政府、役人の認識の低さ、危機感の無さ、世界を見る眼の鈍さ、これらの原因は

それぞれの立場にある人達の３０年間の大きな怠慢です。何と情けない。これでは後れを

取るのは当たり前です。』 月尾氏は日本復活への提言をされています。 

（次号） 

お陰様でタクミデザインは53年目を迎えることができました。ありがとうございます。 

このニュースレターは、過去にお仕事させて頂いたり、 

もしくはお問い合わせ頂いた方など、【大切な方】にのみ 

お贈りさせて頂いております。 

株式会社 工デザイン 
〒671-1102 兵庫県姫路市広畑区蒲田3丁目120 

TEL 079-239-9001    FAX  079-239-9050 

http://www.takumi-design.co.jp/ 

『20,000人の笑顔 

集めます 

プロジェクト！』 

2022年9月現在 

12,565/20,000 

の笑顔頂きました‼ 

http://www.takumi-design.co.jp/


社長プロフィール 
 

岡田 哲也
お か だ  て つ や

 
 

【資格】 

2級建築士 

宅地建物取引士 

2級施工管理技士 

既存住宅状況調査技術者 

一般耐震技術認定者 

【経歴】 

大学卒業後、大阪の店舗の

設計施工を行う会社で約10

年修行後、姫路に戻り、 

工デザインに入社。 

【趣味】子育て(笑） 

      【家族】私（51歳） 

  妻（？歳） 

     息子（19歳） 

   娘（高3） 

 

プロフィール 
 

河野 紳一郎
こ う の  し ん い ち ろ う

 
 

資格 

一般耐震技術認定者 

 

経歴 

（株）工デザイン 

入社8年目 

 

趣味 

自宅の改修 

 

家族 

 私（50歳） 

  妻（50歳） 

  長女（社会人3年目） 

  長男（高3） 

 次男（中2） 

 

 

 

「お二人とも顔が硬いですよ～。 

「これでも最大級の笑顔なんですが（汗）」 

「リラックスして行きましょー」 

「分かってまーす。」 

『いや無理ーー!!』 

分かってはいるものの、カメラを向けられるとなかなか、うまくは出来ないものでして。 

工デザインに入社した時、このありがとう通信の記事も最初は何を書こうかと締め切りが

近づく度に気が重たいものでした。 

自己開示や発信していくこともかなり慣れてはきましたが、今回のミッションはかなり

ハードルが高いなーと思う今日この頃。。 

それが冒頭のやりとり新ホー

ムページとSNSに発信するこ

とになった動画撮影の一幕で

した(^o^)  

一分ちょっとの動画を撮影す

るのに数十分かけ出来上りを

見ても直視出来ない自分がい

ます(^_^;) 

撮影完了後は社長とふたり、

あえなく撃沈。 

次のネタはどうしよーか

な。。 

天国で元気してるか

なー？？ってたまに思い出

してしまうお客様がいらっ

しゃいます^_^ 

何年か前にお父さんの体調

が崩れたことをきっかけに、

家のリフォームをされまし

た。 

知り合ったのはご紹介。 

初めてあったときから、明る

くて優しいお二人でした。 

気が付けば、私のことを

「てっちゃん！」と呼んでくれ

るようになってました^_^ 

そこのお父さんが私の父と

同い年で、子供みたいに可

愛がってくれたんです。 

手先が器用なお父さんは、

家のいたるところでＤＩＹの腕

を披露されてました。 

そんなお父さんもだんだん

元気がなくなってきて、いよ

いよ家のリフォームは業者さ

んに！って感じでした。 

お母さんはその逆に、要望

に全て答えてくれてＤＩＹして

くれるお父さんには不満は

なかったみたいですが、古く

なってしまったキッチンやお

風呂を新しくしたいと考えて

いたようでした。 

打ち合わせ中のお母さんの

笑顔が忘れられません^_^

「お父さんがＯＫ出してくれ

たんや！」って嬉しそうに

言ってました。 

工事が終わって数年経って

残念ながらお父さんは亡くな

られました。 

その後を追うように、数年後

にはお母さんも亡くなられま

した。 

それを聞いた時の気持ちは

複雑で、まだそんなに使って

いない、笑顔で打ち合わせ

して作ったキッチンやお風呂

がまだまだ新しい事に違和

感がありました。 

息子さんは遠くの地で就職

し住んでいるため、その家

は完全に住む人がいなく

なってしまいました。 

想いを大切に繋いでいきた

い。そんな想いでこれからも

がんばります。岡田Jr.51歳 

「不動産業について・・・」 

「変な汗が止まりません!!」の巻 
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イマドキTopics

今話題のHOTなニュースをご紹介します！

～ 今日もごきげんさん ～

「川添家のゆるゆる日記」
” 窓口ちゃうやん ”

ご存じですか？【全国教育美術展】というのを…。 「大正11（1922）年にスタートした”

教室の学習から生まれた子どもの創造的な作品”で日本で最も伝統のある子どもの絵の美術展」

だそうです。これにムスメの作品が出品されることになりました。 出品にあたり本人と保護者の了承
が要るそうで、その書類を持って帰ってきました。書類に目を通していると「応募作品は、原則返却不

可」と書いてありました。 『えっっ返却不可？ どんな作品なのか見てないけど…。』
思ってもなかったショックです。 作品が全国規模の作品展に出品されるぐらい
ステキな出来栄えなのに二度と手元に戻ってこないのか…？
ムスメの「出品したい」という思いを汲んで出品することを了承しました。

ただ、一度も作品をこの目で見てないのは心残りなので、学校で見せて
もらう事にしました。 とっても、と～っても素敵な作品でした。

編集長 北本美佳

次女の共通テストの受験料を支払いに都市銀行に行きました。支店の入り口から入るとATM機がず

らりと並べてあります。ATMエリアを横切り、奥に見える窓口に向かいました。まずは受付があり

『”受験料は窓口でして下さい。”と指示があるので窓口にきました。』と伝え、受付番号をもらい

ました。いよいよ窓口の方に受付番号券と振込用紙とお金を渡しました。「現金では振込できません。

こちらの現金はお返しいたします。」とのことです。 えーっ!!どないしたらええねん。これが

キャッスレス化の波なのか！ 銀行も私みたいな客用に仮入金手続き用機械を用意していて「そこで

入金してきて下さい。利用手順はこちらに書いてあります。いま目を通して下さい。機械で入金出来

たら記録紙が出るので、記録紙を窓口に提出して下さい。それで振込させていただきます。」との事

でした。 果たして押し寄せるキャッスレス化の波に上手にのれるのか！？ 新一万円札 渋沢栄一

さんの行方はどうなるのか！？ お札も私も（新しいシステムに）親和性が求められている。。。

経理 川添美保
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